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(57)【要約】
　内視鏡リプロセッサ１は、処理槽２１と、薬液収容部
１０１と、処理槽２１へ向けて開口する吐出口１１２を
先端に有する薬液ノズル１１１と、ポンプ１２１と、第
１水封部Ｗｓ１を有し、薬液収容部１０１とポンプ１２
１を接続する第１管路１３１と、第２水封部Ｗｓ２を有
し、ポンプ１２１と薬液ノズル１１１を接続する第２管
路１４１と、第１管路１３１又は薬液収容部１０１と、
第２管路１４１とを接続し、第１水封部Ｗｓ１及び第２
水封部Ｗｓ２によって水封される第３管路１５１と、第
２管路の流量よりも第３管路の流量を少なくする流量抵
抗部と、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する処理槽と、
　薬液を収容する薬液収容部と、
　前記処理槽及び前記薬液収容部よりも上方において、前記処理槽へ向けて開口する吐出
口を先端に有する薬液ノズルと、
　前記薬液収容部から前記薬液ノズルへ向けて前記薬液を移送するポンプと、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第１水封部を有し、前記薬液収容部と前記ポンプを接続する第１管路と、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第２水封部を有し、前記ポンプと前記薬液ノズルを接続する第２管路と、
　前記第１管路又は前記薬液収容部と、前記第２管路とを接続し、前記第１水封部及び前
記第２水封部によって水封される第３管路と、
　前記第２管路の流量よりも前記第３管路の流量を少なくする流量抵抗部と、
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記第３管路は、前記第１管路と前記第２管路を接続する、ことを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記第３管路の最高水位は、前記第１管路及び前記第２管路の最低水位以下である、こ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記第３管路は、前記第１管路及び前記第２管路よりも上方に配設される、ことを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記第３管路は、一端部が前記第１管路上における、前記ポンプと前記第１水封部の間
に接続され、他端部が前記第２管路上における、前記ポンプと前記第２水封部の間の前記
第２管路に接続される、ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　送液検知部、制御部及び報知部を有し、
　前記送液検知部は、前記第１管路又は前記第２管路のいずれか一方に設けられ、前記薬
液収容部から前記薬液ノズルに送液する前記薬液の流量を検知して検知流量を出力し、
　前記制御部は、前記検知流量に基づいて、前記ポンプの駆動中における前記検知流量が
所定範囲外であるとき、前記報知部に報知させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記第３管路は、
　前記第１管路と、前記第２管路とを接続し、
　前記第２管路から前記第１管路へ前記薬液を流し、前記第１管路から前記第２管路へ前
記薬液が流れないように逆止する逆止弁を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　前記第３管路は、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第３水封部を有し、
　前記薬液収容部と前記第２管路を接続し、
　前記第１水封部、前記第２水封部及び前記第３水封部によって水封される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体に使用した内視鏡に洗浄消毒等の再生処理を行う内視鏡リプロセッサがあ
る。内視鏡リプロセッサでは、処理槽に設けられた洗浄液ノズル及び消毒液ノズル等の薬
液ノズルから、洗剤及び消毒液等の薬液が処理槽に供給される。
【０００３】
　例えば、日本国特開２０１５－７０９４７号公報には、洗浄槽の周縁に洗剤供給ノズル
が設けられ、供給ポンプの駆動によって洗剤タンクに貯留された洗剤を洗浄槽内に供給す
る、内視鏡洗浄消毒装置が開示される。
【０００４】
　しかし、従来の内視鏡リプロセッサでは、ポンプの駆動によって薬液ノズルから処理槽
に薬液を供給した後、ポンプによって逆止された薬液が薬液ノズル内に残留し、超音波振
動子又は循環ポンプ等の駆動によって生じた振動により、薬液ノズル内に残留した薬液が
処理槽に垂れ落ちることがある。
【０００５】
　そこで、本発明は、薬液ノズル内の薬液の残留を抑え、薬液の処理槽への垂れ落ちを防
ぐ、内視鏡リプロセッサを提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を収容する処理槽と、薬液を収容する
薬液収容部と、前記処理槽及び前記薬液収容部よりも上方において、前記処理槽に向けて
開口する吐出口を先端に有する薬液ノズルと、前記薬液収容部から前記薬液ノズルへ向け
て前記薬液を移送するポンプと、前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留
した前記薬液によって水封される第１水封部を有し、前記薬液収容部と前記ポンプを接続
する第１管路と、前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液に
よって水封される第２水封部を有し、前記ポンプと前記薬液ノズルを接続する第２管路と
、前記第１管路又は前記薬液収容部と、前記第２管路とを接続し、前記第１水封部及び前
記第２水封部によって水封される第３管路と、前記第２管路の流量よりも前記第３管路の
流量を少なくする流量抵抗部と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの配管構成例を示す図であ
る。
【図２】本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の構成の一
例を説明するための説明図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を説
明するための説明図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を説
明するための説明図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を説
明するための説明図である。
【図６】本発明の第１実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構
の構成の一例を説明するための説明図である。
【図７】本発明の第１実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構
の構成の一例を説明するための説明図である。
【図８】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の構成の一
例を説明するための説明図である。
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【図９】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの送液異常判定処理の一例
を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を
説明するための説明図である。
【図１１】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を
説明するための説明図である。
【図１２】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を
説明するための説明図である。
【図１３】本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の動作を
説明するための説明図である。
【図１４】本発明の第２実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機
構の構成の一例を説明するための説明図である。
【図１５】本発明の第２実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機
構の構成の一例を説明するための説明図である。
【図１６】本発明の第２実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機
構の構成の一例を説明するための説明図である。
【図１７】本発明の第２実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機
構の構成の一例を説明するための説明図である。
【図１８】本発明の第２実施形態の変形例５に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機
構の構成の一例を説明するための説明図である。
【図１９】本発明の第３実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの薬液供給機構の構成の
一例を説明するための説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【０００９】
　（構成）
　図１は、本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の配管構成例を示す図
である。図１では、電気信号線の図示は省略される。
【００１０】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡、及び、内視鏡の部品又は付属品等の再生
処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは、特に限定されるものではなく、水によ
るすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物
を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これらの組み合わせのいずれであってもよい
。付属品は、特に限定されず、例えば、使用時に内視鏡に装着されて再生処理時に内視鏡
から取り外される吸引ボタン、送気送水ボタン、又は内視鏡の先端部を覆う先端カバーな
どが挙げられる。
【００１１】
　なお、以下の説明において、下方向が重力方向を示し、上方向が重力方向とは反対方向
を示し、高低が重力方向に沿った高さ関係を示す。
【００１２】
　図１に示すように、内視鏡リプロセッサ１は、装置本体１１及びトップカバー１２を有
する。
【００１３】
　トップカバー１２は、装置本体１１の上部に開閉可能に設けられる。トップカバー１２
を開けると、処理槽２１は、外部に露出する。
【００１４】
　処理槽２１は、再生処理を行う内視鏡を収容し、洗浄液Ｃｍ、消毒液、すすぎ液等の液
体を貯留する。
【００１５】
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　給水ホース接続口３１は、給水チューブＴｓを介して水道栓Ｗｔと接続される。また、
給水ホース接続口３１は、給水管路３２と接続される。給水管路３２は、三方電磁弁３３
と接続され、給水ホース接続口３１側から順に、給水電磁弁３４と、逆止弁３５と、給水
フィルタ３６とが設けられる。
【００１６】
　循環ノズル３７は、三方電磁弁３３の切替え動作により、給水管路３２と送液管路３８
のいずれか一方と連通する。循環ノズル３７は、水道栓Ｗｔから供給された水、又は、循
環口４０から取り込まれた液体のいずれか一方を処理槽２１に吐出する。
【００１７】
　送液管路３８には、送液ポンプ３９が設けられる。
【００１８】
　循環口４０は、処理槽２１の底部に設けられ、流入管路４１と連通する。循環口４０に
は、汚物を捕集できるように、金網等のフィルタが取り付けられる。
【００１９】
　流入管路４１は、２つに分岐し、送液管路３８及びチャネル管路４２と接続される。チ
ャネル管路４２は、コネクタ４３と接続される。チャネル管路４２には、送液又は送気を
行うチャネルポンプ４５、チャネルブロック４６及び電磁弁４７が設けられる。漏水検知
コネクタ４４は、漏水検知管路４８を介して漏水検知ポンプ４９に接続される。チャネル
管路４２は、リリーフ弁５１を有するケース用管路５２にも接続される。ケース用管路５
２は、槽底ノズル５３を介し、付属品ケース５４と接続される。
【００２０】
　内視鏡リプロセッサ１は、循環口４０によって処理槽２１の液体を取り込み、循環ノズ
ル３７、コネクタ４３、テラスノズル４８及び槽底ノズル５３から液体を吐出し、液体を
循環させる。
【００２１】
　アルコールタンク６１は、アルコール管路６２を介し、チャネルブロック４６と接続さ
れる。アルコールタンク６１には、アルコールが貯留される。アルコール管路６２には、
アルコールポンプ６３及び電磁弁６４が設けられる。
【００２２】
　送気ポンプ７１は、送気管路７２を介し、チャネルブロック４６と接続される。送気管
路７２には、逆止弁７３及びエアフィルタ７４が設けられる。送気ポンプ７１は、外部か
ら空気を取り込み、チャネルブロック４６に送気する。
【００２３】
　排液口８１は、処理槽２１の底部に設けられる。排液口８１は、排液口８１を開閉する
排液弁８１ａ、８１ｂを介し、消毒液タンク８２及び外部排液手段Ｅｄと接続される。排
液口８１は、排液弁８１ａ及び排液管路８３を介し、排液ポンプ８４の駆動により、外部
排液手段Ｅｄに処理槽２１の液体を排出する。また、排液口８１は、消毒液を回収できる
ように、排液弁８１ｂ及び回収管路８５を介して消毒液タンク８２に処理槽２１の消毒液
を排出する。
【００２４】
　消毒液タンク８２は、消毒液を貯留する。消毒液タンク８２には、回収管路８５を介し
て回収した消毒液の他、導入管路８６を介し、ボトル８７から消毒液が導入される。消毒
液タンク８２の消毒液は、加温部８８によって加温される。
【００２５】
　消毒液ノズル８９は、供給管路９０を介して消毒液タンク８２と接続される。供給管路
９０には、消毒液フィルタ９１と消毒液ポンプ９２が設けられる。消毒液ノズル８９は、
消毒液ポンプ９２の駆動によって消毒液タンク８２の消毒液を処理槽２１に吐出する。
【００２６】
　超音波振動部９３、ヒータ９４及び温度検知センサ９５は、処理槽２１の底部に設けら
れる。
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【００２７】
　制御部９６は、内視鏡リプロセッサ１内の各部を制御する。制御部９６は、ＣＰＵ９７
及びメモリ９８を有する。制御部９６の機能は、ＣＰＵ９７がメモリ９８からプログラム
を読み込み、実行することによって実現される。
【００２８】
　電源９９は、外部電力と接続され、外部電力から取り込んだ電力を内視鏡リプロセッサ
１内の各部に供給する。
【００２９】
　報知部である表示パネル１００は、制御部９６と接続され、制御部９６の制御の下、各
種情報を表示する。
【００３０】
　（薬液供給機構Ｃの構成）
　図２は、本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの構
成の一例を説明するための説明図である。
【００３１】
　薬液供給機構Ｃは、薬液を処理槽２１に供給できるように構成される。薬液は、例えば
、少なくとも内視鏡のタンパク汚れを洗浄する洗浄液Ｃｍである。洗浄液Ｃｍは、乾燥す
ると、固形成分が析出し、管路等の内壁に固着することがある。薬液供給機構Ｃは、薬液
収容部である洗浄液タンク１０１、薬液ノズルである洗浄液ノズル１１１、ポンプ１２１
、第１管路１３１、第２管路１４１及び第３管路１５１を有する。
【００３２】
　洗浄液タンク１０１は、プラスチック等の樹脂を材質とし、洗浄液Ｃｍを収容すること
ができるように構成される。洗浄液タンク１０１には、通気口が設けられても構わない。
【００３３】
　洗浄液ノズル１１１は、処理槽２１及び洗浄液タンク１０１よりも上方において、処理
槽２１へ向けて開口する吐出口１１２を先端に有する。洗浄液ノズル１１１は、洗浄液タ
ンク１０１に貯留された洗浄液Ｃｍを処理槽２１に吐出する。
【００３４】
　ポンプ１２１は、洗浄液タンク１０１から洗浄液ノズル１１１へ向けて洗浄液Ｃｍを移
送する。ポンプ１２１は、例えば、ダイアフラム型ポンプである。ポンプ１２１は、制御
部９６の制御の下、ダイアフラムを駆動し、負圧を生じさせて洗浄液タンク１０１側に設
けられたポンプ吸入口１２２から洗浄液Ｃｍを吸入し、正圧を生じさせて洗浄液ノズル１
１１側に設けられたポンプ排出口１２３から洗浄液Ｃｍを排出する。ポンプ排出口１２３
には図示しない逆止弁が設けられ、排出した洗浄液Ｃｍを逆止する。
【００３５】
　第１管路１３１は、特に限定されないが、樹脂等によって構成される。本発明でいう樹
脂としては、硬質なものであってもよいし、シリコンチューブの様な可撓性を有するもの
であってもよい。第１管路１３１は、一端に一端開口１３２を有する。一端開口１３２は
、洗浄液タンク１０１内において、洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗの高さに設けられ
る。第１管路１３１は、一端開口１３２から洗浄液タンク１０１の上部を介して外方に延
出され、続いて、洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に延出され、他端がポン
プ吸入口１２２に取り付けられる。
【００３６】
　第１管路１３１の洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に配設された部位は、
貯留した洗浄液Ｃｍによって水封される第１水封部Ｗｓ１を構成する。
【００３７】
　第２管路１４１は、特に限定されないが、樹脂等によって構成される。第２管路１４１
は、洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方において、一端がポンプ排出口１２３
に取り付けられる。第２管路１４１は、一端から洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗより
も上方に延出され、他端が洗浄液ノズル１１１に取り付けられる。
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【００３８】
　第２管路１４１の洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に配設された部位は、
貯留した洗浄液Ｃｍによって水封される第２水封部Ｗｓ２を構成する。
【００３９】
　第３管路１５１は、特に限定されないが、樹脂等によって構成される。第３管路１５１
は、第１管路１３１と第２管路１４１を接続し、第１水封部Ｗｓ１及び第２水封部Ｗｓ２
によって水封されるように構成される。より具体的には、第３管路１５１は、ポンプ１２
１よりも下方に配設され、一方の端部である一端部１５２が第１管路１３１の第１水封部
Ｗｓ１と接続され、他方の端部である他端部１５３が第２管路１４１の第２水封部Ｗｓ２
と接続される。図２の例では、第３管路１５１の最高水位Ｈｐと、第１管路１３１及び第
２管路１４１の最低水位Ｌｐとは同じである。なお、第３管路１５１と、第１管路１３１
及び第２管路１４１との間に図示しない管路、装置等を介装し、第３管路１５１の最高水
位Ｈｐが、第１管路１３１及び第２管路１４１の最低水位Ｌｐ以下になるように構成して
も構わない。
【００４０】
　また、第３管路１５１は、第２管路１４１よりも流量が少なくなるように構成される。
より具体的には、第３管路１５１の流路断面積Ｓａは、第２管路１４１の流路断面積Ｓｂ
よりも小さくなるように予め設定される。第３管路１５１は、第２管路１４１の流量より
も第３管路１５１の流量を少なくする流量抵抗部を構成する。
【００４１】
　すなわち、処理槽２１は、内視鏡を収容する。薬液収容部は、薬液を収容する。薬液ノ
ズルは、処理槽２１及び薬液収容部よりも上方において、処理槽２１へ向けて開口する吐
出口１１２を先端に有する。ポンプ１２１は、薬液収容部から薬液ノズルへ向けて薬液を
移送する。第１管路１３１は、薬液収容部の最低水位Ｌｗよりも下方に配設されて貯留し
た薬液によって水封される第１水封部Ｗｓ１を有し、薬液収容部とポンプ１２１を接続す
る。第２管路１４１は、薬液収容部の最低水位Ｌｗよりも下方に配設されて貯留した薬液
によって水封される第２水封部Ｗｓ２を有し、ポンプ１２１と薬液ノズルを接続する。第
３管路１５１は、第１管路１３１又は薬液収容部と、第２管路１４１とを接続し、第１水
封部Ｗｓ１及び第２水封部Ｗｓ２によって水封される。流量抵抗部は、第２管路１４１の
流量よりも第３管路１５１の流量を少なくする。
【００４２】
　（動作）
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの動作について説明をする。
【００４３】
　図３は、本発明の第１実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの動
作を説明するための説明図である。
【００４４】
　ユーザは、トップカバー１２を開き、処理槽２１に内視鏡を収容し、トップカバー１２
を閉じる。図示しない操作パネルを介して再生処理開始の指示入力があると、内視鏡リプ
ロセッサ１は、内視鏡の再生処理を開始する。
【００４５】
　制御部９６は、制御信号を出力し、ポンプ１２１を駆動する。図３に示すように、洗浄
液タンク１０１に貯留された洗浄液Ｃｍは、一端開口１３２及び第１管路１３１を流れ、
ポンプ吸入口１２２に吸入される。洗浄液Ｃｍは、ポンプ１２１によって加圧され、ポン
プ排出口１２３から排出される。洗浄液Ｃｍは、第２管路１４１を流れ、洗浄液ノズル１
１１に流入し、吐出口１１２から吐出される。
【００４６】
　ポンプ排出口１２３から排出された洗浄液Ｃｍの一部は、第３管路１５１に流入し、第
１管路１３１に帰還する。
【００４７】
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　制御部９６は、処理槽２１に所定量の洗浄液Ｃｍを吐出できるように、所定時間、ポン
プ１２１を駆動する。
【００４８】
　図４に示すように、制御部９６が制御信号の出力によってポンプ１２１の駆動を停止す
ると、洗浄液ノズル１１１内の洗浄液Ｃｍは、重力によって第３管路１５１に流入し、第
１管路１３１及び洗浄液タンク１０１に帰還する。洗浄液Ｃｍが洗浄液タンク１０１に帰
還すると、洗浄液タンク１０１と第２管路１４１の各々の水位は、同じになる。第３管路
１５１は、第１水封部Ｗｓ１及び第２水封部Ｗｓ２の各々に貯留した洗浄液Ｃｍによって
水封される。
【００４９】
　図５に示すように、洗浄液タンク１０１の水位が最低水位Ｌｗよりも低くなると、一端
開口１３２から第１管路１３１に空気が流入し、第１管路１３１及び第２管路１４１の水
位が同じになる。第３管路１５１は、第１水封部Ｗｓ１と第２水封部Ｗｓ２の各々に貯留
した洗浄液Ｃｍによって水封される。
【００５０】
　これにより、内視鏡リプロセッサ１では、ポンプ１２１が駆動を停止すると、洗浄液Ｃ
ｍは、洗浄液ノズル１１１から第３管路１５１を介して洗浄液タンク１０１に帰還する。
【００５１】
　また、内視鏡リプロセッサ１は、ポンプ１２１が駆動を停止した状態、及び、洗浄液タ
ンク１０１が空になった状態においても、水封することによって洗浄液Ｃｍの乾燥による
第３管路１５１の詰まりの発生を抑える。
【００５２】
　第１実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、より確実に、第３管路１５１の詰ま
りの発生及び洗浄液ノズル１１１内の洗浄液Ｃｍの残留を抑え、洗浄液Ｃｍの処理槽２１
への垂れ落ちを防ぐ。
【００５３】
　（第１実施形態の変形例１）
　図６は、本発明の第１実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給
機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び変
形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００５４】
　図６に示すように、第３管路１５１ａは、ポンプ１２１よりも上方に配設され、一端部
１５２が第１水封部Ｗｓ１と接続され、他端部１５３が第２水封部Ｗｓ２と接続される。
【００５５】
　第３管路１５１ａの流路断面積Ｓａは、第２管路１４１の流路断面積Ｓｂよりも小さく
なるように予め設定される。第３管路１５１ａは、第３管路１５１ａの流量を第２管路１
４１の流量よりも少なくする流量抵抗部を構成する。
【００５６】
　洗浄液タンク１０１の水位が最低水位Ｌｗよりも低くなった場合においても、第１管路
１３１と第２管路１４１の各々の水位が同じになり、第３管路１５１ａは、第１水封部Ｗ
ｓ１及び第２水封部Ｗｓ２によって水封される。
【００５７】
　（第１実施形態の変形例２）
　図７は、本発明の第１実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給
機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び変
形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００５８】
　図７に示すように、第１管路１３１ａは、一端開口１３２から洗浄液タンク１０１の外
方に延出され、続いて、洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に延出され、続い
て、最低水位Ｌｗよりも上方に延出され、他端がポンプ１２１に取り付けられる。
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【００５９】
　第１管路１３１ａの洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に配設された部位は
、第１水封部Ｗｓ１を構成する。
【００６０】
　第２管路１４１ａは、最低水位Ｌｗよりも上方に設けられたポンプ排出口１２３から洗
浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に延出され、続いて、最低水位Ｌｗよりも上
方に延出され、他端が洗浄液ノズル１１１に取り付けられる。
【００６１】
　第２管路１４１ａの洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に配設された部位は
、第２水封部Ｗｓ２を構成する。
【００６２】
　第３管路１５１ｂは、一端部１５２が第１管路１３１ａ上における、ポンプ１２１と第
１水封部Ｗｓ１の間に接続され、他端部１５３が第２管路１４１ａにおける、ポンプ１２
１と第２水封部Ｗｓ２の間に接続される。
【００６３】
　第３管路１５１ｂの流路断面積Ｓａは、第２管路１４１の流路断面積Ｓｂよりも小さく
なるように予め設定される。第３管路１５１ｂは、第３管路１５１ｂの流量を第２管路１
４１ａの流量よりも少なくする流量抵抗部を構成する。
【００６４】
　洗浄液タンク１０１の水位が最低水位Ｌｗよりも低くなった場合においても、第１管路
１３１ａと第２管路１４１ａの各々の水位が同じになり、第３管路１５１ｂは、第１水封
部Ｗｓ１及び第２水封部Ｗｓ２によって水封される。
【００６５】
　（第２実施形態）
　第１実施形態及びその変形例では、第１管路１３１及び第２管路１４１を流れる洗浄液
Ｃｍの流量を検知しないが、洗浄液Ｃｍの流量を検知するように構成しても構わない。
【００６６】
　図８は、本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの構
成の一例を説明するための説明図である。本実施形態では、他の実施形態及び変形例と同
じ構成については、説明を省略する。
【００６７】
　第１管路１３１には、送液検知部１６１が設けられる。
【００６８】
　送液検知部１６１は、例えば、羽根車式流量計によって構成される。送液検知部１６１
は、制御部９６と接続され、第１管路１３１を流れる洗浄液Ｃｍの流量を検知し、検知流
量を制御部９６に出力する。
【００６９】
　メモリ９８には、送液異常判定処理のプログラムが格納される。
【００７０】
　続いて、送液異常判定処理について説明をする。
【００７１】
　図９は、本発明の第２実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の送液異常判定処理の
一例を示すフローチャートである。図１０～１３は、本発明の第２実施形態に係わる、内
視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの動作を説明するための説明図である。
【００７２】
　制御部９６は、メモリ９８に格納された送液異常判定処理のプログラムによって送液異
常判定処理を行う。
【００７３】
　ポンプ１２１を駆動する（Ｓ１）。制御部９６は、制御信号を出力し、ポンプ１２１を
駆動する。図１０に示すように、洗浄液ノズル１１１を介し、洗浄液タンク１０１の洗浄
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液Ｃｍが処理槽２１に供給される。
【００７４】
　流量を検知する（Ｓ２）。制御部９６は、送液検知部１６１から洗浄液Ｃｍの流量を検
知し、検知流量を出力する。
【００７５】
　検知流量が所定範囲外であるか否かを判定する（Ｓ３）。Ｓ２において検知された検知
流量が所定範囲外であるとき（Ｓ３：Ｙｅｓ）、制御部９６は、送液異常があると判定し
、処理をＳ４に進める。一方、検知流量が所定範囲内であるとき（Ｓ３：Ｎｏ）、制御部
９６は、送液異常がないと判定し、送液異常判定処理を終了する。
【００７６】
　報知を行う（Ｓ４）。制御部９６は、装置本体１１に設けられた表示パネル１００に送
液異常を示す表示をする。報知を行った後、送液異常判定処理を終了する。
【００７７】
　所定範囲は、送液異常を判定できるように経験的又は実験的に設定される。
【００７８】
　所定範囲は、図１１に示すように、第１管路１３１及び第２管路１４１の洗浄液Ｃｍが
不足したとき、送液異常があると判定できるように設定しても構わない。
【００７９】
　また、所定範囲は、図１２に示すように、第１管路１３１に詰まりＣｇが発生したとき
、送液異常があると判定できるように設定しても構わない。
【００８０】
　また、図示は省略するが、所定範囲は、第２管路１４１に詰まりＣｇが発生したとき、
送液異常があると判定できるように設定しても構わない。
【００８１】
　また、所定範囲は、図１３に示すように、例えば、内視鏡リプロセッサ１を長期間使用
せずに放置した場合等、第３管路１５１に詰まりＣｇが発生したとき、送液異常があると
判定できるように設定しても構わない。
【００８２】
　すなわち、送液検知部１６１は、第１管路１３１又は第２管路１４１のいずれか一方に
設けられ、薬液収容部から薬液ノズルに送液する薬液の流量を検知して検知流量を出力し
、制御部９６は、検知流量に基づいて、ポンプ１２１の駆動中における検知流量が所定範
囲外であるとき、報知部に報知させる。
【００８３】
　第２実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、送液異常を検知することができ、よ
り確実に、第３管路１５１の詰まりＣｇの発生及び洗浄液ノズル１１１内の洗浄液Ｃｍの
残留を抑え、洗浄液Ｃｍの処理槽２１への垂れ落ちを防ぐ。
【００８４】
　（第２実施形態の変形例１）
　図１４は、本発明の第２実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供
給機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び
変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８５】
　図１４に示すように、送液検知部１６１は、洗浄液ノズル１１１と第３管路１５１の他
端部１５３の間の第２水封部Ｗｓ２に設けられても構わない。
【００８６】
　（第２実施形態の変形例２）
　図１５は、本発明の第２実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供
給機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び
変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８７】
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　図１５に示すように、送液検知部１６１は、第２水封部Ｗｓ２と洗浄液ノズル１１１の
間の第２管路１４１に設けられても構わない。
【００８８】
　（第２実施形態の変形例３）
　図１６は、本発明の第２実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供
給機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び
変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００８９】
　図１６に示すように、第３管路１５１の一端部１５２と他端部１５３の間に送液検知部
１６１とポンプ１２１が設けられても構わない。
【００９０】
　送液検知部１６１は、ポンプ１２１と第３管路１５１の一端部１５２の間の第１水封部
Ｗｓ１に設けられる。
【００９１】
　（第２実施形態の変形例４）
　図１７は、本発明の第２実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供
給機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び
変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００９２】
　図１７に示すように、第３管路１５１の一端部１５２と他端部１５３の間にポンプ１２
１と送液検知部１６１が設けられても構わない。
【００９３】
　送液検知部１６１は、ポンプ１２１と第３管路１５１の他端部１５３の間の第２水封部
Ｗｓ２に設けられる。
【００９４】
　（第２実施形態の変形例５）
　図１８は、本発明の第２実施形態の変形例５に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供
給機構Ｃの構成の一例を説明するための説明図である。本変形例では、他の実施形態及び
変形例と同じ構成については、説明を省略する。
【００９５】
　第３管路１５１は、逆止弁１７１を有する。逆止弁１７１は、第２管路１４１から第１
管路１３１へ洗浄液Ｃｍを流し、第３管路１５１を経由して、第１管路１３１から第２管
路１４１へ洗浄液Ｃｍが流れないように逆止する。
【００９６】
　第１管路１３１、第２管路１４１又は第３管路１５１に詰まりが発生したとき、ユーザ
は、吐出口１１２に直接、または間接的に取り付けたシリンジによって吸引又は加圧をす
ることができる。シリンジを間接的に取り付ける場合、一例として吐出口１１２とシリン
ジとをチューブで接続することができる。シリンジによって吸引すると、逆止弁１７１に
よって第３管路１５１が逆止され、第１管路１３１と第２管路１４１は、詰まりを解消す
るための流体を流す。一方、シリンジによって加圧すると、逆止弁１７１が開放され、第
３管路１５１は、詰まりを解消するための流体を流す。
【００９７】
　（第３実施形態）
　第１及び第２の実施形態及びそれらの変形例では、第３管路１５１ｃは、一端部１５２
が第１管路１３１に接続されるが、洗浄液タンク１０１に接続されても構わない。
【００９８】
　図１９は、本発明の第３実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の薬液供給機構Ｃの
構成の一例を説明するための説明図である。本実施形態では、他の実施形態及び変形例と
同じ構成については、説明を省略する。
【００９９】
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　第３管路１５１ｃは、洗浄液タンク１０１の最低水位Ｌｗよりも下方に配設されて貯留
した洗浄液Ｃｍによって水封される第３水封部Ｗｓ３を有する。第３管路１５１ｃは、洗
浄液タンク１０１と第２管路１４１を接続する。第３管路１５１ｃは、第１水封部Ｗｓ１
、第２水封部Ｗｓ２及び第３水封部Ｗｓ３によって水封される。すなわち、第３管路１５
１ｃは、薬液収容部の最低水位Ｌｗよりも下方に配設されて貯留した薬液によって水封さ
れる第３水封部Ｗｓ３を有し、薬液収容部と第２管路１４１を接続し、第１水封部Ｗｓ１
、第２水封部Ｗｓ２及び第３水封部Ｗｓ３によって水封される。
【０１００】
　第３管路１５１ｃの流路断面積Ｓｃは、第２管路１４１の流路断面積Ｓｂよりも小さく
なるように予め設定される。すなわち、第３管路１５１ｃは、第３管路１５１ｃの流量を
第２管路１４１の流量よりも少なくする流量抵抗部を構成する。
【０１０１】
　第３実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、より確実に、第３管路１５１ｃの詰
まりの発生及び洗浄液ノズル１１１内の洗浄液Ｃｍの残留を抑え、洗浄液Ｃｍの処理槽２
１への垂れ落ちを防ぐ。
【０１０２】
　なお、実施形態及び変形例では、流量抵抗部は、第２管路１４１、１４１ａの流路断面
積Ｓｂよりも小さく設定された流路断面積Ｓａを有する第３管路１５１、１５１ａ、１５
１ｂによって構成されるが、これに限定されない。流量抵抗部は、例えば、第３管路１５
１、１５１ａ、１５１ｂに設けられたオリフィス等の流量の抵抗を生じさせる部材によっ
て構成されても構わない。
【０１０３】
　なお、実施形態及び変形例では、制御部９６は、表示パネル１００に送液異常を示す表
示をすることによって報知を行うが（図９のＳ４）、これに限定されない。例えば、報知
部は、音声発生装置であってもよく、制御部９６の制御信号に応じ、警告音を発生するこ
とによって報知を行っても構わない。
【０１０４】
　本明細書における各「部」は、実施形態の各機能に対応する概念的なもので、必ずしも
特定のハードウェアやソフトウェア・ルーチンに１対１には対応しない。したがって、本
明細書では、実施形態の各機能を有する仮想的回路ブロック（部）を想定して実施形態を
説明した。また、本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。さらに、本実施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアに
より実現してもよい。
【０１０５】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１０６】
　本発明によれば、薬液ノズル内の薬液の残留を抑え、薬液の処理槽への垂れ落ちを防ぐ
、内視鏡リプロセッサを提供することができる。
【０１０７】
　本出願は、２０１７年１１月１日に日本国に出願された特願２０１７－２１２１４１号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲に引用されるものとする。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月14日(2018.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を収容する処理槽と、薬液を収容する
薬液収容部と、前記処理槽及び前記薬液収容部よりも上方において、前記処理槽へ向けて
開口する吐出口を先端に有する薬液ノズルと、前記薬液収容部から前記薬液ノズルへ向け
て前記薬液を移送するポンプと、前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留
した前記薬液によって水封される第１水封部を有し、前記薬液収容部と前記ポンプを接続
する第１管路と、前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液に
よって水封される第２水封部を有し、前記ポンプと前記薬液ノズルを接続する第２管路と
、前記第１管路又は前記薬液収容部と、前記第２管路とを接続し、前記第１水封部及び前
記第２水封部によって水封される第３管路と、前記第２管路の流量よりも前記第３管路の
流量を少なくする流量抵抗部と、を含み、前記流量抵抗部は、流路断面積が前記第２管路
のよりも小さく設定された前記第３管路であるか、または、前記第３管路に設けられたオ
リフィスである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する処理槽と、
　薬液を収容する薬液収容部と、
　前記処理槽及び前記薬液収容部よりも上方において、前記処理槽へ向けて開口する吐出
口を先端に有する薬液ノズルと、
　前記薬液収容部から前記薬液ノズルへ向けて前記薬液を移送するポンプと、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第１水封部を有し、前記薬液収容部と前記ポンプを接続する第１管路と、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第２水封部を有し、前記ポンプと前記薬液ノズルを接続する第２管路と、
　前記第１管路又は前記薬液収容部と、前記第２管路とを接続し、前記第１水封部及び前
記第２水封部によって水封される第３管路と、
　前記第２管路の流量よりも前記第３管路の流量を少なくする流量抵抗部と、
　を含み、
　前記流量抵抗部は、流路断面積が前記第２管路のよりも小さく設定された前記第３管路
であるか、または、前記第３管路に設けられたオリフィスであることを特徴とする内視鏡
リプロセッサ。
【請求項２】
　前記第３管路は、前記第１管路と前記第２管路を接続する、ことを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記第３管路の最高水位は、前記第１管路及び前記第２管路の最低水位以下である、こ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
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　前記第３管路は、前記第１管路及び前記第２管路よりも上方に配設される、ことを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記第３管路は、一端部が前記第１管路上における、前記ポンプと前記第１水封部の間
に接続され、他端部が前記第２管路上における、前記ポンプと前記第２水封部の間の前記
第２管路に接続される、ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　送液検知部、制御部及び報知部を有し、
　前記送液検知部は、前記第１管路又は前記第２管路のいずれか一方に設けられ、前記薬
液収容部から前記薬液ノズルに送液する前記薬液の流量を検知して検知流量を出力し、
　前記制御部は、前記検知流量に基づいて、前記ポンプの駆動中における前記検知流量が
所定範囲外であるとき、前記報知部に報知させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記第３管路は、
　前記第１管路と、前記第２管路とを接続し、
　前記第２管路から前記第１管路へ前記薬液を流し、前記第１管路から前記第２管路へ前
記薬液が流れないように逆止する逆止弁を有する、ことを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　前記第３管路は、
　前記薬液収容部の最低水位よりも下方に配設されて貯留した前記薬液によって水封され
る第３水封部を有し、
　前記薬液収容部と前記第２管路を接続し、
　前記第１水封部、前記第２水封部及び前記第３水封部によって水封される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
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